
  

 

 

 

 

 

     心
こころ

に 翼
つばさ

を広
ひろ

げて 

    Dang rộng đôi cánh trong tâm hồn 
    展开心灵的翅膀 

 校 長
こうちょう

  齋藤
さいとう

 容二
ようじ

 

 新
しん

年
ねん

度
ど

も一月
ひとつき

が過
す

ぎます。先日
せんじつ

行
おこな

われた授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

や学
がっ

校
こう

説
せつ

明
めい

会
かい

、懇談会
こんだんかい

に 

はたくさんの保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

さんにご参
さん

加
か

いただき、ありがとうございました。 新
あたら

し 

い学年
がくねん

になって意気込
い き ご

む子
こ

どもたちや 教
きょう

員
いん

の様
よう

子
す

が伝
つた

わったかと思
おも

います。 

 廊
ろう

下
か

に掲
けい

示
じ

された子
こ

どもたちの「がんばりたいこと」には、「かけ算
ざん

九九
く く

をがん 

ばりたい」「都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を覚
おぼ

えたい」などの学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

のことや、「好
す

き嫌
きら

いをなくし 

たい」「早
はや

寝
ね

早
はや

起
お

きをがんばりたい」「友達
ともだち

と仲
なか

良
よ

くしたい」など生活
せいかつ

面
めん

のことが 

書
か

かれています。学年
がくねん

が上
あ

がると、「どのように 行
おこな

いたいか」という自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の     児
じ

童
どう

門
もん

横
よこ

のシバザクラ 

取
とり

組方
くみかた

を意
い

識
しき

しためあても見
み

られます。取組
とりくみ

や成
せい

果
か

が楽
たの

しみです。        （毎 年
まいとし

、「みどりと花
はな

の会
かい

」の方
かた

と 

６年 生
ねんせい

とで植
う

えています） 

 朝
あさ

、学校
がっこう

の近
ちか

く、 畑
はたけ

の 間
あいだ

の道
みち

を歩
ある

いていると、鳥
とり

のさえずりが聞
き

こえてきます。ヒバリ（雲雀
ひ ば り

）です。空
そら

を見
み

上
あ

げてみますが、すぐには見
み

つかりません。少
すこ

し周
まわ

りを探
さが

してみると、激
はげ

しく 翼
つばさ

をはばたかせながらさえずる 姿
すがた

を

見ることができます。他
た

の鳥
とり

のように、風
かぜ

に乗
の

って悠々
ゆうゆう

と飛
と

んだり餌
えさ

を探
さが

してあちこち飛
と

び回
まわ

ったりせず、頭
ず

上
じょう

数
すう

十
じゅう

メートルの空
くう

中
ちゅう

に留
とど

まりながらさえずり続
つづ

けているのです。調
しら

べてみると、繁
はん

殖
しょく

期
き

である春
はる

、雄
おす

のヒバリが縄
なわ

張
ば

りを示
しめ

すために空
くう

中
ちゅう

でさえずるとのことでした。ヒバリは生きるために必
ひっ

死
し

に飛
と

び、さえずっていることを知
し

り、さらにヒバリの 姿
すがた

を見
み

ることが好
す

きになりました。 

 

６年生
ねんせい

の音楽
おんがぃ

の授
じゅ

業
ぎょう

で、「つばさをください」という歌
うた

を歌
うた

っています。50年
ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

につくられ、 教
きょう

科
か

書
しょ

に

載
の

り、海外
かいがい

も含
ふく

め多
おお

くのプロの歌
か

手
しゅ

も歌
うた

っている 曲
きょく

です。授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

では、子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりが 

「 翼
つばさ

を広
ひろ

げて自
じ

分
ぶん

が空
そら

を飛
と

んでいるように歌
うた

いたい」 

「夢
ゆめ

がかなうよう想像
そうぞう

して歌
うた

いたい」 

「『悲
かな

しみのない自
じ

由
ゆう

な空
そら

へ』を大切
たいせつ

な気持
き も

ちで歌
うた

いたい」 

など思
おも

いをもち、歌
か

唱
しょう

に取
と

り組
く

んでいました。年齢
ねんれい

を問
と

わず、国
くに

や地
ち

域
いき

を問
と

わず歌
うた

われ続
つづ

けていることは、この

曲
きょく

のメロディーや歌詞
か し

に、人
ひと

の 心
こころ

に響
ひび

き、希
き

望
ぼう

や元
げん

気
き

を与
あた

えてくれる 力
ちから

があるからではないかと感
かん

じます。 

 ６年生
ねんせい

の、 曲
きょく

への思
おも

いが伸
の

びやかに 表
ひょう

現
げん

された歌声
うたごえ

が楽
たの

しみです。 

 

 鳥
とり

によって 翼
つばさ

や鳴
な

き方
かた

は異
こと

なり、飛
と

び方
かた

もそれぞれです。人
ひと

によっても、思
おも

い浮
う

かべる 翼
つばさ

や大空
おおぞら

の様
よう

子
す

、 自
みずか

らがはばたく 姿
すがた

も異
こと

なっていることでしょう。どの人
ひと

の 心
こころ

の中
なか

にもある「～なりたい」「～なるといいな」という

思
おも

いや願
ねが

いが、 心
こころ

の中
なか

で 翼
つばさ

となって自
じ

由
ゆう

に大
おお

きく広
ひろ

がっていくこと、そして、目
もく

標
ひょう

や夢
ゆめ

に向
む

かってジャンプした

りチャレンジしたりすることへつながっていくことを願
ねが

っています。 

 

学校
が っ こ う

だより 
横
よこ

浜
はま

市
し

立
りつ

飯
いい

田
だ

北
きた

いちょう小
しょう

学
がっ

校
こう

 

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

  ５月
がつ

号
ごう

 

令
れい

和
わ

７年
ねん

４月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

 

心
こころ

つながり 笑顔
えがお

ひろがり 世界
せかい

へはばたく 


